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個人情報の取扱いに関する制限の適用を除外する事項等について（答申） 

 

 

 平成２４年８月３日付け大健保予第４４７号で諮問のありましたことについて、審議し

た結果、下記のとおり答申します。 

 なお、今回適当と認めた諮問事項についても、今後の個人情報の保護に対する社会の意

識の変化等を踏まえ、適宜必要な見直しを行いながら適正な運用に努められ、個人情報の

取扱いについて万全の保護措置を図られるよう要請します。 

 

 

記 

 

 

１ 電子計算機等の結合による個人情報の提供制限の例外に関する事項（条例第１３条第

１項関係）について 

  諮問された事項については、公益上の必要があり、かつ、個人の権利利益を不当に侵

害するおそれがないと判断され、妥当なものと認められる。 

 

 



電子計算機等の結合による個人情報の提供制限の例外に関する事項 

（条例第１３条第１項関係） 

システム等の

名称 

（所管課） 

提供する個人情報 提供先 電子計算機等の結合による提供制限の例外

を認める理由 

厚生労働省が

構築した感染

症サーベイラ

ンスシステム 

(保健予防課) 

感染症の予防及び感染

症の患者に対する医療

に関する法律第１２条

第１項に規定する患者

の氏名、年齢、性別そ

の他厚生労働省令で定

める事項及び同法第１

３条第１項に規定する

動物の所有者等の氏名

その他厚生労働省令で

定める事項並びに同法

第１５条第１項の規定

により実施された質問

又は必要な調査の結果

 

 

国及び

都道府

県並び

に保健

所を設

置する

市 

感染症サーベイランスシステムは、厚生労

働省所管の感染症発生動向調査事業に係る

システムであって、大津市は、平成２１年４

月の中核市への移行に伴う大津市保健所の

開設に当たって、滋賀県からその業務を引き

継いだ。このシステムは、医療機関からの届

出や保健所の調査等の結果といった感染症

の発生動向に関する情報を、国及び都道府県

に迅速に提供することによって、感染症のま

ん延防止のために的確な施策を講じること

ができるようにすることを目的としたもの

である。 

また、複数保健所の管轄エリアにまたがる

集団発生事例における全体像の把握や類似

症例の確認による早期発見、あるいは、患者

の転出入（転院）に伴う情報交換の迅速化を

目的として、保健所間でのデータ閲覧を可能

とするシステム改修が行われ、平成２４年４

月以降、システムアドミニストレータである

都道府県がアクセスを許可することにより、

相互に閲覧ができることとなった。 

 回線については、地方公共団体を相互に接

続する行政専用のネットワークである「行政

総合ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）」を介して、

国の各省庁のＬＡＮを結ぶ「霞が関ＷＡＮ」

と接続するものであり、また、提供する個人

情報を取扱う者は、ＩＤを付与された感染症

担当者のみに限定されており、ＩＤ及びパス

ワードは厳重に管理され、使用するパスワー

ドは一定期間経過すると変更しなければロ 

 



 

   グインできなくなるなどシステムの構築及

び運営上の措置によって情報管理が徹底さ

れている。 

以上のことから、本件諮問に係る電子計算

機器等の結合による保有個人情報の提供に

ついては、これまでから行われてきた国、県

への提供に加えて、保健所への提供について

も、公益上必要があり、かつ、個人の権利利

益を不当に侵害するおそれがないと認めら

れる。 

なお、本件業務に係る個人情報取扱事務登

録簿には、その備考欄に他の保健所との相互

閲覧が可能となっていることなどシステム

の仕組みを説明として付記することが望ま

しい。 

最後に、平成２１年４月に滋賀県から当該

業務の移管を受けた際に、大津市個人情報保

護条例に基づいた取扱いがなされるべきで

あったところ、審査会への諮問が遅れたこと

については、今後このようなことがないよう

に職員への指導を徹底されたい。 

 


